


,1し0.塑性Lレジあ生崎には「=|・ 弾性
・除荷崎ドlt,:=0ヒなる塑性刊:J′fラメ

ータていあり,これt導入す

るこヒで.塑性Lンジお生の如何tr.7わず,演軍ュ程における行列の次秋は回た4りできる。

~る .変 形のユ合窄/4式ιl、式 (3)の塑性変P//増分七日いて

t=爬 由-3‐
10P

ここlt.A● :イ[新 ラJ

`た.力のつりかい式しき 式 (7)のん七日いて

lip=Ae南

( 7 )

.反″風関係より

( 3 )

ここに、|:野 点外力増か

以上の式(3)―(8)により、歯蘇れの塑lL解有●ざ可勉ヒなる。

3.史醐

凛型曳瞼の晨"いトヒして喀,表
―|:tiす よクな由駒齢t,お よび,材料

特性と有する日形薗T由の呵孤桁ι作成した。々ぉ,有日HttlLにおいて、の,

E:|:1腋試験によりんな)の2表 7)〔記したo(、せん曹碑性小数Gぉょげ隣

択せ″晰お力ηにフいて|さ そいぞれ,G‐ E/2(1+ν),ン=0.3.お よず

MiSesの時伏希件より,η=ヽノ葛 レt↓ってネめた。また,″哺坤本̂製J■t

つしヽて噂・群 による残4砂む力こ除久するために.600℃ り′ヤ続鍋と菊,

た。

喫劇い。.月臓惰の河姉こ』ι レ:ス l ンヾ中央にカニブ7ツ キによつて衡ニ

荷it戌 荷した(孝隋嘔tlた献"参工)。 咆験の全J風ル4早ニ
ー|である。

4.史 瞼値ヒ理論位のル軌およびZ藤

本側f憲バおける前燿彫式囀.史1食およデ理7¥暉`↓に、図‐21tホすよう

な4-Pは stic hinge競壊t三 し,その塑性しンプが生自前ウ運諭ヒ甦瞼ヒ

で11ぼ́ 久した。

g-3は  本夕1晟lミ劇する荷ユヒヤ史れ、たわみの関稔を口斤、した)のであ

る。知瞼囀.2本 ^供試本Kワいて行ぃ.その憫果t画中のOヒ△でホして
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2)Imai,F and Ohta′ T ;30th」 apan Natl

Hさins,C.P.;Pro・ASCE′ S丁4(1972),

いる。きた 図 申の吹即hよ 本理論による解であり、解 6001P(kg)

有it``16分刺の肉濤竹ムこ櫛断こ用いた。 よ́繊林は,

歯けれじりなこ聰 した解杵遡&〔ょる解である。

ロー3↓り 本理1糊『痣 史輌健̀ 励たして伊いLllおょ

ド終拘崎によく―贅tているニヒボ判る。‐力.歯ヴね

じりι憔瑚にに解ル|、素蒟択毎κiる Jでὶ特l(17//K

κ l rJえパ生ヴているが、冬乃峙}(lJよく―彙tている。

本報■でレ0 11場閣珍式の17//悠ιtついて甦瞼t理論饉

Lあれした。今後 種 の々前璃形式tiす 曹燎衡に対十

る本理論A違ん性につぃて験封寸`姜多ボある■思わム

る。
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